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第一京浜の「芝4」交差点に、「東京港口」というバス停があり
ます。あまり馴染みのない響きですが、東京にも「東京港」と
いう港があるのです。港区の「港」の文字は、ここから取って
います。今年で開港から63年を迎える東京港。今回はそんな
港区の原点であるベイエリアへ、ひとときの海風を見つけに
行ってみました。

▼涼やかな潮の香りを

探して～竹芝ふ頭

▼すこしだけ時間がゆっく

りと流れる～日の出ふ頭

▼ふ頭のイメージを色

濃く残す～芝浦ふ頭界

隈

 
▼未来都市を一望しなが

ら贅沢してみる
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©松本零士・東京都観光汽船（株）

未未未未来来来来型水上型水上型水上型水上バスバスバスバスでででで、、、、気気気気分分分分ははははスペースクルージングスペースクルージングスペースクルージングスペースクルージング 
今年の3月に運航を始めた水上バス「ヒミコ」。漫画界の巨匠、松本零士さんのプロデュースによる新造船です。流線型のシ
ルバーメタリックボディと跳ね上げ式搭乗口扉が、まさに水上をすべる宇宙船といった感じです。大空を見渡すことのできる
船内は、子どもだけでなく、大人も十分楽しめる造りになっています。水上バスを利用されるときには、時刻表を確認して、宇
宙船気分を味わってみてはいかがでしょうか。 

■お問い合わせ 
東京都観光汽船（株） http://www.suijobus.co.jp/ 
0120-977311（無料）受付時間/9:30～17:30 
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 伊豆七島や小笠原諸島への玄関口として活躍する竹芝ふ頭。日の出、芝浦に続いて

完成したのは、昭和9年のことです。その後、近隣の再開発に合わせてふ頭全体が「竹

芝ふ頭公園」として整備され、今では緑ある憩いの場に。ウッドデッキと敷き詰められた

石畳が、どこか外国の港町を想像させてくれます。彼方に望むレインボーブリッジに向

かって絵筆を走らせている人、手すりにもたれながらただ海を眺めている人…。集う人

たちが、思い思いのスタイルで時間を過ごしています。漂う潮の香りと涼やかな海風に

吹かれていると、ひととき、夏の暑さを忘れさせてくれます。

 船がふ頭を横切るタイミングに合わせて、海に顔を向けてみてください。渡る風に潮の

香りが強くなって、ベイエリアにいることを実感できます。

 
▲竹芝ふ頭公園

すこしだけすこしだけすこしだけすこしだけ時間時間時間時間がゆっくりとがゆっくりとがゆっくりとがゆっくりと流流流流れるれるれるれる～～～～日日日日のののの出出出出ふふふふ頭頭頭頭

 時間に追われない、急かされない感じ。港町の開放的な雰囲気を味わいつつ、小さな

船旅に期待できるところ。日の出ふ頭はそんな場所です。お台場や浅草などに向かう水

上バスの発着場は、訪れる人をゆったりと迎えてくれます。行き交う船を眺めながら、ど

こかのんびりと水上バスの到着を待つ桟橋の人たち。飾り気のない長椅子とかすかに

聞こえる波の声。急かされることのない乗船案内。次の電車を今か今かと待って、知ら

ず知らずのうちに急ぎ足になっている毎日が、遠く、別のものに映ってしまうような、そん

な錯覚さえ覚えてしまいます。

 島国、そして港が演出する小さな非日常は、いつもと違う時の流れを感じさせてくれて

います。少しのんびりいこうかな。そんな気分にさせてくれる空間が、ここにはあります。

 

ふふふふ頭頭頭頭ののののイメージイメージイメージイメージをををを色濃色濃色濃色濃くくくく残残残残すすすす～～～～芝浦芝浦芝浦芝浦ふふふふ頭界頭界頭界頭界隈隈隈隈

 荷役する船舶や建ち並ぶ倉庫が、ふ頭らしさを感じさせる芝浦ふ頭の界隈。海を間近

に見ることはできませんが、ここにはレインボーブリッジの入り口、芝浦口があります。

ゆりかもめや車が、大きな弧を描いて上っていく。その姿を追いかけていくと大きな白亜

の建築物が目に入ってきます。レインボーブリッジの芝浦側アンカレイジです。アンカレ

イジからのびていくレインボーブリッジの軌跡、なだらかな曲線が夏空に映えるその造

形には、しばし見とれてしまうはずです。

 レインボーブリッジを歩いて渡ることのできる遊歩道「レインボープロムナード」へは、こ

のアンカレイジのエレベーターで一気に。車道がすぐ脇を走っていますが、地上からは

味わうことのないベイエリアと海を歩く不思議な感覚は、それだけで魅力です。 

 
▲レインボーブリッジのアンカレイジ

 
▲遊歩道「レインボープロムナード」

未未未未来来来来都市都市都市都市をををを一望一望一望一望しながらしながらしながらしながら贅贅贅贅沢沢沢沢してみるしてみるしてみるしてみる



 お台場からは水上バスで日の出桟橋にアプローチ。水上バスが快適な船旅に誘ってく

れます。わずか20分の短さですが、クルージング気分でちょっと贅沢に時間を使うのも

悪くないのでは。桟橋を離れてデッキに出てみれば、そこには開放感のある景色が。東

京港をまたぐ巨大な橋と空へとのびている高層ビル群、正面に東京タワーを見つけるこ

ともできます。海上に揺らめく未来都市のようなその景観には、人間の英知が垣間見え

たりもします。

 まばゆい陽射しに海面がきらめき、涼しい海風がやさしく頬を撫でていく。ビルや人に

囲まれた都心では味わうことのない、とても心地よい時間です。

 ひとときの海風、あなたならどのエリアに見つけに行きますか。

 
▲水上バス乗船場（お台場海浜公

園） 

（写真提供：港区立みなと図書館）

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜
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